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論説

は
　
じ
　
め
　
に

　
行
政
の
担
う
交
通
事
業
、
供
給
事
業
、
劇
場
、
ホ
ー
ル
、
ス
タ
ジ
ア
ム
、
図
書
館
、
学
校
、
美
術
館
、
プ
ー
ル
、
市
場
、
墓
地
等
は
公
共

　
　
ユ
　

施
設
（
α
哺
窪
葛
。
冨
田
霞
貯
プ
ε
旨
σ
q
）
の
例
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
民
営
化
・
民
間
委
託
の
流
れ
の
中
で
私
人
が
同
種
施
設
の
所
有
ま
た
は
管
理

を
行
っ
て
い
る
場
合
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
今
後
も
い
っ
そ
う
増
加
し
て
い
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
損
害
賠
償
問
題
が
生

じ
た
場
合
、
一
体
、
誰
が
そ
れ
を
負
担
す
る
の
か
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
当
該
施
設
が
公
共
施
設
で
あ
る
の
か
、

国
家
賠
償
法
二
条
の
「
営
造
物
」
に
当
た
る
の
か
と
い
っ
た
論
点
が
出
て
く
る
。

　
さ
て
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
国
・
公
共
団
体
に
よ
っ
て
公
の
目
的
に
供
せ
ら
れ
た
有
体
物
、
即
ち
公
物
で
あ
る
と
理

解
さ
れ
て
お
り
、
公
共
施
設
は
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
通
説
は
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
は
「
直
接
」

公
の
目
的
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
と
し
て
、
直
接
性
を
営
造
物
（
国
軍
法
）
概
念
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
同
概
念
を
限
定
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
公
共
施
設
と
こ
の
直
接
性
と
の
関
係
が
問
わ
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
公
共
施
設
と
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
つ
い
て
は
ま
だ
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
明
確
に
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
、
公
物
概
念
は
一
般
に
定
着
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
述
を
避
け
、
と
り
わ
け
公
共
施
設
の
概
念
と
そ
の
責
任
論
を
ド
イ
ツ

と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
進
め
て
み
た
い
。
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一
　
公
共
施
設
概
念

公共施設と営造物責任（松塚）

　
我
が
国
で
公
共
施
設
と
は
、
行
政
主
体
が
公
共
の
福
祉
を
維
持
増
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
利
用
に
供
さ
れ
る
物
的
施
設
と
、
こ
れ
を
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
人
的
施
設
を
総
合
し
た
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
点
は
、
ド
イ
ツ
で
も
似
た
よ
う
な
定
義
が
見
ら
れ
る
。
勿
論
、
法
律
に
よ
る
確
固
と
し
た
定
義
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い

が
、
例
え
ば
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
・
オ
ル
ド
ゥ
ヌ
ン
ク
G
O
N
W
（
一
九
九
四
年
七
月
一
四
日
）
八
条
一

項
に
よ
れ
ば
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
住
民
に
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
配
慮
を
す
る
の
に
必
要
な
公
共
施
設
を
形
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
G
O
二
条
一
項
二
文
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
そ
の
能
力
の
範
囲
内
で
、
そ
の
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
社
会
的
、
文
化
的
及
び
経
済

的
な
公
共
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
）
、
バ
イ
エ
ル
ン
G
O
五
七
条
一
項
、
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
G
O
二
一
条
一
項
二
文
一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

も
同
様
の
規
定
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
公
共
施
設
概
念
に
関
し
ド
イ
ツ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
公
共
施
設
は
固
有
の
組
織
形
態
を
必
要
と
せ
ず
、
公
行

政
主
体
の
手
中
に
あ
る
物
の
総
体
（
ω
8
三
暮
Φ
ひ
q
「
津
）
で
あ
り
、
自
治
法
（
G
O
）
上
の
公
共
施
設
概
念
は
公
営
造
物
（
α
欝
昌
島
魯
Φ
》
亭

。・

i
梓
）
よ
り
も
広
い
と
言
う
。
つ
ま
り
、
私
法
人
の
経
営
す
る
企
業
が
公
的
目
的
に
仕
え
て
い
て
も
（
例
え
ば
、
市
水
道
有
限
会
社
）
公
営
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

物
と
は
な
ら
な
い
が
、
自
治
法
上
の
公
共
施
設
に
は
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
公
共
施
設
は
公
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

二
　
公
共
施
設
と
私
人
の
施
設
を
区
別
す
る
基
準

　
ド
イ
ツ
で
は
公
共
施
設
が
私
人
（
公
私
混
合
の
私
法
団
体
も
含
む
）
に
よ
っ
て
経
営
・
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
あ
る
施
設
が
公

共
施
設
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
私
人
の
物
で
あ
る
の
か
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
続
い
て
こ
こ
で
、
こ
の
区
別
の
た
め
ド
イ
ツ
で
用
い
ら
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論説

れ
て
い
る
基
準
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

1
　
公
用
開
始
行
為
（
芝
置
ヨ
露
昌
伽
q
）

　
ま
ず
、
一
般
的
に
公
共
施
設
を
含
む
公
物
の
成
立
は
公
物
法
に
よ
る
公
用
開
始
行
為
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
が
公
的
目
的
に
拘
束
さ
れ
、
ま
た
一
般
の
利
用
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
公
道
に
つ
い
て
は
、
公
用
開
始
行
為
の
形
式
と
法
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

効
果
が
道
路
法
上
完
結
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
公
用
開
始
行
為
に
は
行
政
行
為
、
形
式
的
法
律
、
規
則
、
条
例
に
よ
る
も
の
以
外
に
、
慣
習
法
に
よ
り
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
説
で
は
自
然
の
力
に
よ
り
公
物
と
し
て
見
な
さ
れ
る
海
岸
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
公
法
上
の
協
定
に
よ
る
公
用
開
始
行
為
が
あ
る
。
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
す
る
二
つ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
共
同
の
プ
ー
ル
施
設
や
境
界
河
川
上
の
橋
を
建
設
し
、
そ
の
公
共
利
用
を
規
律
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
特
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
行
政
行
為
に
よ
る
公
物
の
公
用
開
始
行
為
は
形
式
を
必
要
と
せ
ず
、
当
該
物
が
公
的
目
的
に
貢
献

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
官
庁
の
意
思
が
認
識
で
き
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
但
し
、
事
実
上
存
在
す
る
一
般
的
交
通
を
妨
げ
な
い
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

た
関
係
官
庁
の
全
く
の
不
作
為
だ
け
か
ら
は
、
公
用
開
始
行
為
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
公
物
の
公
用
開
始
行
為
が
立
証
さ
れ
な
い
場
合
、
は
る
か
昔
か
ら
の
時
効
効
果
と
い
う
も
の
が
補
完
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
当
該
物
が
公
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
反
証
可
能
な
推
定
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
と
公
営
ホ
ー
ル
等
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
の
よ
う
な
規
定
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
何
が
公
用
開
始
行
為
に
当
た
る

の
か
が
問
題
と
な
る
。
勿
論
、
公
用
開
始
行
為
が
、
特
別
な
条
例
に
よ
り
、
あ
る
い
は
議
会
の
議
決
に
よ
り
明
確
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
用
開
始
行
為
の
存
在
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
施
設
の
公
用
開
始
行
為
に
関
し
て
は
、
条
例
や
議
決
と
い
う
形
式
は
不
可
欠
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
形
で
な
く
と
も
、
公
用
開
始
行
為
は
暗
黙
裡
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

（
例
え
ば
、
市
営
駐
車
場
の
事
実
上
の
開
設
）
。
要
す
る
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
当
該
施
設
を
住
民
一
般
に
利
用
せ
し
め
る
と
い
う
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
意
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公共施設と営造物責任（松塚）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

思
を
推
論
さ
せ
る
行
為
が
存
す
れ
ば
、
公
用
開
始
行
為
の
存
在
を
認
め
る
の
に
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
公
共
施
設
に
関
す
る
公

用
開
始
行
為
の
存
在
を
示
す
決
定
的
要
素
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
徴
懸
と
考
え
ら
れ
て
い
る
諸
要
素
が
次
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
①
例
え
ば
、
条
例
に
よ
っ
て
施
設
の
利
用
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
れ
ば
、
当
該
施
設
の
公
的
性
質
を
示
す
徴
懸
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
行
事
や
公
益
的
な
行
事
の
た
め
、
当
該
施
設
が
緊
急
に
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
施
設
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

用
契
約
を
解
除
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
②
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
当
該
施
設
に
対
し
て
公
的
資
金
に
よ
り
か
な
り
の
補
助
を
し
て
い
る
な
ら
ば
、
当
該
施
設
が
公
共
施
設
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
玉
傷
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
補
助
を
、
純
粋
に
経
済
的
な
（
収
益
を
目
的
と
す
る
）
経
営
体
に
対
し
て
行
う
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
の
出
資
の
程
度
が
現
実
の
支
配
関
係
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

拠
り
所
と
な
り
得
る
の
は
、
公
の
手
が
当
該
私
法
団
体
の
行
為
を
目
的
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
公
の
手
が
私
法
団
体
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

為
に
つ
い
て
の
責
任
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
③
逆
に
、
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な
行
政
任
務
の
履
行
と
い
う
目
的
を
持
つ
こ
と
な
く
、
専
ら
投
資
の
目
的
で
、
つ
ま
り
純
粋
に
財
政

経
済
的
理
由
か
ら
行
わ
れ
る
私
法
人
へ
の
行
政
主
体
に
よ
る
出
資
は
、
私
法
的
組
織
行
政
（
只
凶
く
。
。
昌
①
9
虫
魯
。
円
σ
q
磐
圃
ω
醇
8
＜
①
暑
葺
§
σ
q
）

　
　
　
　
　
　
　
れ
　

と
は
区
別
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
④
ゲ
マ
イ
ン
デ
施
設
の
会
計
法
に
よ
る
取
扱
は
、
施
設
の
公
的
性
格
を
肯
定
す
る
徴
葱
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
⑤
施
設
利
用
に
つ
い
て
公
法
上
の
使
用
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
公
共
施
設
と
し
て
の
土
嚢
で
あ
る
。

⑥
住
民
の
中
に
、
当
該
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
一
般
的
な
利
用
の
範
囲
で
請
求
権
を
有
す
る
と
い
う
法
意
識
が
根
付
い
て
い
る
場
合
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
と
し
て
の
受
験
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
利
用
し
得
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
施
設
は
、
公
共
施
設
で
あ
る
と
い
う
推
定
で
あ

　
お
　
る
。
こ
の
推
定
が
破
ら
れ
る
の
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
当
該
施
設
が
私
的
施
設
一
例
え
ば
、
恩
義
用
地
（
い
睾
α
α
q
痒
Φ
『
）
、
住
宅
建
造
物
（
浮

浪
者
の
た
め
の
住
宅
建
造
物
等
を
除
く
）
、
市
庁
舎
の
地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ビ
ー
ル
工
場
、
砂
利
採
取
場
一
と
し
て
経
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
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訟舜冊 説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

こ
と
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
証
明
し
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。

故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
7
）

ゲ
マ
イ
ン
デ
の
私
的
施
設
と
い
う
概
念
は
狭
く
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

2
　
行
政
に
よ
る
影
響
力
行
使
の
基
準

　
実
際
に
裁
判
で
公
共
施
設
た
る
こ
と
の
要
件
が
示
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
公
共
施
設
の
担
い
手
に
対
す
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
影
響
力

に
よ
っ
て
、
全
て
の
住
民
に
適
切
な
条
件
で
利
用
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
で
あ
る
と
い
う
見
解
で

　
（
2
8
）

あ
る
。
　
㈱
裁
判
例
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
V

　
　
O
＜
○
肉
ゴ
Φ
圃
三
．
－
℃
鍵
貫
じ
ご
Φ
ω
〇
三
．
＜
．
一
ト
。
．
P
お
○
。
α

　
　
N
政
党
は
、
仮
処
分
命
令
（
Φ
一
⇒
ω
導
巴
草
Φ
＞
8
註
妻
昌
ひ
q
）
に
よ
っ
て
、
S
有
限
会
社
の
経
営
す
る
集
会
場
を
二
日
間
党
大
会
の
た
め
に
使
用
さ
せ
る
こ

　
と
を
N
市
及
び
S
有
限
会
社
に
義
務
付
け
る
よ
う
申
請
し
た
。
そ
の
少
し
前
に
、
S
有
限
会
社
は
、
N
政
党
と
締
結
し
た
賃
貸
契
約
の
解
約
を
即
時
に
告
知

　
し
た
。
結
果
的
に
、
N
政
党
の
申
請
は
以
下
の
理
由
で
認
容
さ
れ
た
。

　
　
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
G
O
一
四
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
「
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
」
と
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
自
身
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い

　
る
施
設
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
法
的
に
独
轟
－
五
の
主
体
（
8
鼠
α
q
2
）
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
を
も
指
す
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
事
実
上
こ
の
主
体

　
を
統
制
し
、
そ
の
主
体
の
決
定
を
規
定
し
て
い
る
場
合
）
。
S
有
限
会
社
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
集
会
場
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
S
有
限
会
社
は
、

　
N
市
の
包
括
的
な
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
有
限
会
社
法
五
二
条
に
基
づ
く
S
有
限
会
社
の
監
査
役
会
は
、
N
市
の
市
議
会
の
議
員
の
み
か
ら
な
っ
て
い

　
る
。
そ
の
市
長
は
職
務
上
（
誤
字
津
》
ヨ
8
ω
）
監
査
役
会
の
長
で
あ
る
。
市
長
は
少
な
く
と
も
S
有
限
会
社
に
任
さ
れ
た
重
要
な
決
定
（
こ
の
決
定
に
は
、

　
第
三
者
に
集
会
場
を
貸
す
か
ど
う
か
の
決
定
も
含
ま
れ
得
る
）
に
関
わ
る
。
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こ
の
決
定
を
裏
か
ら
見
れ
ば
、
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を
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統
制
下
に
置
か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
施
設
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
私
的
な
施

設
で
あ
る
か
ら
、
当
該
施
設
の
経
営
者
は
、
憲
法
や
G
O
に
規
定
さ
れ
た
住
民
の
平
等
取
扱
を
義
務
付
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
要
す
る

に
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
出
資
は
、
単
な
る
財
政
財
産
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
G
O
に
規
定
さ
れ
た
ゲ
マ
イ

ン
デ
の
公
共
施
設
で
あ
る
こ
と
の
条
件
は
、
維
持
・
管
理
が
私
人
に
委
託
さ
れ
て
い
る
際
に
は
、
維
持
・
管
理
に
関
連
す
る
決
定
が
ゲ
マ
イ

ン
デ
に
留
保
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
個
々
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
決
定
を
下
さ
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
決
定
権
が
ゲ
マ
イ
ン

デ
に
留
保
さ
れ
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。

　
な
お
、
私
的
な
施
設
経
営
者
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
影
響
力
下
に
あ
り
つ
つ
も
施
設
利
用
の
許
否
を
決
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
権
限
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

任
者
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
欲
す
る
こ
と
の
み
を
行
う
、
い
わ
ば
単
な
る
履
行
補
助
者
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

見
解
も
あ
る
。

　
㈲
　
裁
判
例
二

　
同
種
の
裁
判
例
に
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
判
決
が
あ
る
。
但
し
、
こ
の
事
件
で
は
、
一
ゲ
マ
イ
ン
デ
で
は
な
く
、

四
つ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
公
共
施
設
を
経
営
す
る
会
社
の
出
資
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
争
点
は
、
被
告
た
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
だ

け
で
は
当
該
会
社
の
経
営
を
左
右
で
き
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
会
社
の
経
営
す
る
施
設
が
公
共
施
設
で
あ
る
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
＜
O
缶
b
d
①
匹
Φ
亭
碧
弩
詳
①
ヨ
げ
9
ひ
q
堕
¢
「
け
く
・
b
。
ら
。
・
Φ
●
H
㊤
Q
。
ρ
U
＜
b
d
＝
㊤
Q
。
ど
ω
．
器
O
暁
h
曾

　
住
民
請
求
に
署
名
し
た
原
告
は
、
飛
行
場
D
の
離
陸
路
・
着
陸
路
の
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
安
全
地
帯
拡
張
（
ω
一
〇
ゲ
①
噌
げ
Φ
一
け
ω
鋤
⊆
ω
げ
二
二
）
に
対
し
て
異
議
を

申
し
立
て
た
。
被
告
市
は
、
他
の
地
域
団
体
、
商
工
会
議
所
（
田
閑
）
及
び
私
人
と
と
も
に
、
飛
行
場
D
の
社
員
で
あ
る
。
被
告
の
市
議
会
は
、
住
民
請
求

を
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
拒
否
し
た
。
訴
え
を
提
起
し
た
原
告
は
、
第
二
審
で
以
下
の
理
由
に
よ
り
勝
訴
し
た
（
ω
・
卜
。
卜
。
O
）
。

　
被
告
の
見
解
と
は
逆
に
、
飛
行
場
敷
地
を
公
共
施
設
と
見
る
こ
と
が
、
担
い
手
と
し
て
の
特
別
な
構
造
や
、
当
該
施
設
に
対
す
る
被
告
の
影
響
力
可
能
性
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論説

の
範
囲
の
点
で
不
可
能
と
な
る
訳
で
は
な
い
。
G
O
一
二
条
一
項
二
文
一
号
は
、
住
民
決
定
を
求
め
ら
れ
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
施
設
の
単
独
の
担
い
手
で
あ
る

こ
と
、
若
し
く
は
担
い
手
の
唯
一
の
社
員
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
。
ま
た
、
当
該
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
、
持
分
（
（
｝
①
ω
0
7
韓
暁
齢
ω
鋤
⇒
轡
①
自
）
の
多
数
を
所
有

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
な
い
。
む
し
ろ
、
G
O
二
一
条
一
項
二
文
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、
公
共
施
設
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
帰
属
に
と
っ
て
必
要
な

の
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
他
の
地
域
団
体
と
と
も
に
施
設
の
（
多
数
か
つ
間
接
的
な
）
担
い
手
で
あ
る
こ
と
だ
（
ω
●
卜
。
曽
）
。

　
飛
行
場
敷
地
を
G
O
二
一
条
の
意
味
で
の
公
共
施
設
と
し
て
見
な
す
こ
と
は
、
被
告
及
び
行
政
裁
判
所
の
援
用
す
る
原
則
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
公
共
施
設

の
利
用
に
関
す
る
決
定
を
規
定
し
、
公
衆
に
よ
る
利
用
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
）
と
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
基
準
は
行
政

裁
判
所
に
よ
っ
て
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
と
第
三
者
の
私
企
業
・
私
的
施
設
と
を
区
分
す
る
た
め
に
発
展
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
ω
b
ト
の
b
O
）
。

　
本
件
で
は
本
質
的
に
は
多
数
の
地
域
団
体
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、
そ
の
公
的
目
的
及
び
一
般
利
用
は
疑
問
と
な
ら
な
い
。
そ
の
持
分
を
根
拠

に
被
告
と
V
市
は
と
も
に
社
員
総
会
に
お
い
て
多
数
の
議
決
権
を
行
使
で
き
る
。
合
計
二
二
二
の
議
決
権
の
う
ち
二
〇
〇
が
四
つ
の
地
域
団
体
に
帰
属
す
る
。

監
査
役
会
に
お
い
て
も
地
域
団
体
は
多
数
を
占
め
て
い
る
。
四
つ
の
地
域
団
体
は
皆
、
そ
の
出
資
で
も
っ
て
専
ら
G
O
一
〇
条
二
項
及
び
ラ
ン
ト
・
ク
ラ
イ

ス
・
オ
ル
ド
ゥ
ヌ
ン
ク
（
い
内
面
圃
ω
○
）
一
六
条
の
意
味
に
お
け
る
公
的
任
務
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
地
域
団
体
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
や
ク
ラ
イ

ス
の
住
民
が
適
切
な
条
件
の
下
施
設
を
平
等
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
義
務
を
法
律
上
負
っ
て
い
る
。
担
い
手
と
し
て
の
特
別
な
構
造
が
存
す
る
た
め
、

被
告
が
法
的
に
は
利
用
に
つ
い
て
専
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
住
民
の
利
用
権
の
実
現
は
縮
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
被
告
は
そ
の

出
資
を
根
拠
に
、
航
空
法
規
定
、
経
営
許
可
及
び
利
用
規
則
の
枠
内
で
そ
の
住
民
に
よ
る
飛
行
場
の
平
等
な
利
用
を
保
障
．
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
法
廷
の

見
解
か
ら
す
る
と
、
右
の
法
的
な
影
響
力
行
使
の
可
能
性
（
影
響
力
行
使
で
も
っ
て
、
被
告
が
単
独
で
及
び
他
の
地
域
団
体
と
共
比
し
て
有
限
会
社
に
命
令

す
る
）
の
範
囲
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
の
飛
行
場
敷
地
D
を
G
O
二
一
条
一
項
二
文
一
号
の
意
味
で
の
公
共
施
設
と
見
な
す
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
る
。
有
限
会

社
に
地
域
団
体
で
な
い
社
員
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
実
で
も
っ
て
、
施
設
か
ら
公
的
性
格
を
抜
き
取
り
、
施

設
の
一
般
開
放
や
施
設
の
作
用
能
力
を
縮
減
す
る
こ
と
は
法
的
に
は
で
き
な
い
（
ω
．
卜
。
器
）
。
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こ
の
よ
う
に
本
判
決
で
も
、
公
共
施
設
か
否
か
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
本
件
で
は
、
持
分
の
多
数
（
本
件
で
は
合
計
二
二
二
の
う
ち
二
〇
〇
）
が
被
告
を
含
む
複
数
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
所
有
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

監
査
役
会
メ
ン
バ
ー
の
多
数
が
こ
れ
ら
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
二
点
に
よ
っ
て
、
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
被
告
ゲ
マ

イ
ン
デ
に
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
被
告
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
単
独
で
は
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
著
し

く
低
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
他
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
共
同
す
れ
ば
十
分
な
可
能
性
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　
㈲
　
裁
判
例
三

　
連
邦
行
政
裁
判
所
は
そ
の
決
定
で
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
と
同
じ
よ
う
な
基
準
を
と
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
そ
の
基
準
と
は
、
少
な
く
と
も
、
あ
る
施
設
が
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
よ
り
追
求
さ
れ
て
い
る
公
的
目
的
の
た
め
に
事
実
上
投
入
さ
れ
て
お
り
、

ゲ
マ
イ
ン
デ
が
必
要
な
ら
ば
施
設
の
公
的
目
的
を
経
営
に
当
た
っ
て
い
る
私
法
上
の
会
社
の
意
思
に
反
し
て
貫
徹
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

場
合
に
は
、
当
該
施
設
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
か
し
、
別
の
連
邦
行
政
裁
判
所
決
定
の
と
る
公
共
施
設
の
条
件
は
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
の
条
件
と

は
異
な
る
。
こ
の
連
邦
行
政
裁
判
所
決
定
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
公
共
施
設
と
は
、
生
活
配
慮
目
的
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
と
し

か
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
連
邦
行
政
裁
判
所
決
定
が
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
や
連
邦
行

政
裁
判
所
決
定
（
註
3
2
）
の
よ
う
な
基
準
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
㈹
裁
判
例
の
評
価

　
行
政
が
当
該
施
設
に
影
響
力
を
行
使
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
当
該
施
設
が
公
共
施
設
と
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
定
着
し
た
判
例
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
は
次
の
よ
う
な
批
評
を
す
る
。

　
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
ど
れ
ほ
ど
介
入
で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
の
成
立
を
決
め
る
こ
と
は
、
原
因
と
結
果
の
逆
転
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

当
該
施
設
が
公
共
施
設
で
あ
る
か
ら
、
利
用
許
可
請
求
権
が
住
民
に
発
生
す
る
の
が
本
来
で
あ
る
の
に
、
許
可
請
求
権
が
実
現
可
能
で
あ
る
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か
ら
、
施
設
が
公
共
施
設
で
あ
る
と
い
う
論
理
的
筋
道
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
施
設
を
公
共
施
設
た
ら
し
め
る
の
は
、
許
可
請
求
権
の

実
現
可
能
性
で
は
な
く
、
専
ら
公
用
開
始
行
為
で
あ
る
、
と
。

　
公
用
開
始
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
の
み
、
公
共
施
設
が
成
立
す
る
と
い
う
考
え
方
は
非
常
に
明
快
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
用
開
始
行
為

の
存
在
が
不
明
確
な
場
合
が
少
な
く
な
い
。
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
自
身
も
そ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
故
に
、
あ
る
施
設
を
公
共
施
設
た
ら

し
め
る
運
筆
葱
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
の
こ
の
見
解
か
ら
し
て
も
、
当
該
施
設
経
営
者

に
対
す
る
行
政
の
影
響
力
行
使
の
可
能
性
が
十
分
遅
あ
る
と
い
う
事
情
は
、
公
用
開
始
行
為
の
存
在
を
肯
定
し
公
共
施
設
の
成
立
を
認
め
る

必
要
十
分
条
件
で
は
な
い
が
、
そ
の
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
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三
　
営
造
物
責
任
に
つ
い
て

1
　
概
観

　
本
稿
の
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
営
造
物
責
任
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
我
が
国
に
は
国
家
賠
償
法
二
条
が
あ
る
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
に
は

物
そ
の
も
の
に
由
来
す
る
責
任
の
填
補
を
目
指
す
我
が
国
の
国
賠
法
二
条
に
相
当
す
る
規
定
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
公
共
施
設
の
責
任
問
題

を
解
決
す
る
に
当
た
っ
て
職
務
責
任
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
故
、
当
該
施
設
の
管
理
が
基
本
法
三
四
条
に
言
う
公
務
に
含
ま
れ
る
か
否
か
が

争
点
と
な
る
。
そ
の
際
、
公
営
造
物
や
公
共
施
設
の
利
用
に
際
し
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
責
任
ル
ー
ル
は
当
該
法
関
係
の
性
質
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

よ
っ
て
決
ま
る
と
言
う
。
営
造
物
事
務
の
国
家
的
性
質
や
、
営
造
物
が
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
目
的
は
、
考
慮
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

（
な
ぜ
な
ら
、
行
政
は
高
権
的
性
質
の
事
務
に
つ
い
て
、
公
法
的
形
態
で
も
私
法
的
形
態
で
も
履
行
す
る
こ
と
を
選
択
で
き
る
か
ら
で
あ
る
）
。
国
家
の
意
思

は
利
用
関
係
の
法
的
性
質
に
現
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
る
。
利
用
関
係
を
公
法
的
に
形
成
し
て
い
る
こ

と
の
徴
懸
（
一
瞬
亀
一
N
一
①
づ
）
、
つ
ま
り
職
務
責
任
原
則
の
適
用
可
能
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
公
法
上
の
規
定
（
ω
鋤
誌
§
α
q
）
に
よ
る
利
用
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規
制
、
行
政
上
の
手
数
料
（
私
法
上
の
対
価
で
は
な
い
）
の
徴
収
、
利
用
者
に
対
す
る
強
制
適
用
の
可
能
性
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
職
務
責
任
が
及
ば
な
い
営
造
物
利
用
関
係
で
の
損
害
に
お
け
る
責
任
の
隙
間
は
、
行
政
上
の
債
務
関
係
と
い
う
構
成
に
よ
り

民
法
上
の
責
任
規
定
が
補
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
行
政
法
上
の
債
務
関
係
の
枠
内
に
お
け
る
給
付
侵
害
に
際
し
て
も
、
高
上
主
体
が

取
っ
て
代
わ
る
の
は
、
そ
の
機
関
の
故
意
・
過
失
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
重
要
な
の
は
、
国
家
が
民
法
二
七
八
条
の
準
用
に
よ
り
履
行
補

助
者
の
過
失
に
つ
い
て
も
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
履
行
補
助
者
に
は
、
国
家
が
そ
の
契
約
義
務
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

履
行
す
る
た
め
介
在
さ
せ
た
私
企
業
も
含
ま
れ
る
。
補
助
者
の
た
め
に
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
］
円
凶
『
P
ω
齢
①
げ
①
昌
ヨ
⇔
ω
ω
①
【
F
）
と
す
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
　

私
企
業
が
勢
権
的
任
務
履
行
の
た
め
介
在
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
職
務
責
任
請
求
の
際
発
生
し
得
る
責
任
の
欠
損
は
穴
埋
め
で
き
る
。

　
さ
て
、
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
日
本
の
場
合
、
当
該
施
設
が
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
当
た
る
か
否
か
が
主
要
な
論
点
と
な
る
。

　
念
の
た
め
に
、
我
が
国
の
国
警
法
二
条
と
民
法
七
一
七
条
の
違
い
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
両
者
は
内
容
的
に
か
な
り
重
な
っ
て
い
る
が
、

異
な
る
点
と
言
え
ば
、
土
地
上
の
工
作
物
に
限
ち
れ
る
の
か
（
民
法
）
若
し
く
は
物
と
い
う
広
い
概
念
で
あ
る
の
か
（
夕
星
法
）
、
並
び
に
、

占
有
者
が
第
一
次
的
に
責
任
を
負
う
の
か
（
民
法
）
若
し
く
は
占
有
者
と
所
有
者
の
区
別
を
し
な
い
の
か
（
国
賠
法
）
等
で
あ
る
。
勿
論
、
営

造
物
と
工
作
物
と
が
一
致
す
る
事
例
の
場
合
、
い
ず
れ
か
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
救
済
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
工
作
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

に
匹
敵
し
な
い
公
物
に
関
し
て
は
、
当
該
物
に
は
国
訳
法
し
か
あ
り
得
な
い
た
め
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
の
射
程
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
性
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
場
合
当
該
施
設
に
公
用
開
始
行
為
が
あ
っ
た
か
が
、
と
り

あ
え
ず
営
造
物
（
国
賠
法
）
性
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、
道
路
に
つ
い
て
は
公
用
開
始
行
為
が
比
較

的
明
確
に
発
見
で
き
る
。
し
か
し
、
私
人
に
よ
る
公
共
性
の
強
い
施
設
の
経
営
の
場
合
、
そ
れ
が
営
造
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
前
輿
の
公

用
開
始
行
為
の
諸
芸
愚
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
確
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
そ
も
そ
も
そ
の
諸
徴
懸
は
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

イ
ツ
で
は
賠
償
責
任
に
係
る
公
共
施
設
・
公
物
概
念
の
確
定
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
他
に
適
切
な
指
標
も

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
諸
再
案
を
重
要
な
指
標
に
し
て
営
造
物
（
国
国
法
）
該
当
性
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
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ま
た
付
言
し
た
い
論
点
と
し
て
、
我
が
国
で
は
国
賠
法
一
一
条
の
「
公
共
団
体
」
概
念
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
あ
る
施
設
の
設

置
・
管
理
者
が
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
、
当
該
施
設
を
公
共
施
設
と
見
な
す
こ
と
に
傾
く
か
ら
で
あ
る
。
判
例
上
、
特
殊
法
人
た
る
日
本
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

路
公
団
は
公
共
団
体
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
J
R
、
N
T
T
等
の
政
府
出
資
の
特
殊
会
社
は
公
共
団
体
と
は
見
な
し
難
い
。
こ

の
よ
う
な
区
分
に
関
し
て
は
、
行
政
主
体
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
規
約
の
改
正
権
能
が
国
会
に
あ
る
こ
と
や
、
意
思
決
定
機
関
の
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　

権
能
が
大
臣
に
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
学
説
が
提
起
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

　
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
公
共
施
設
や
営
造
物
の
設
置
管
理
の
蝦
疵
に
基
づ
く
責
任
論
は
、
職
務
責
任
と
並
行
し
て
、
行
政
法
上
の
債
務
関
係

に
基
づ
く
賠
償
請
求
に
対
応
す
る
議
論
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。
但
し
そ
の
場
合
で
も
、
ド
イ
ツ
で
は
刑
務
所
（
刑
務
所
は
公
共
施
設
で
は
な

い
が
営
造
物
に
は
当
た
る
）
に
お
け
る
囚
人
に
対
す
る
配
慮
義
務
は
公
法
上
の
配
慮
関
係
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
は
な
く
、
付
随
的
な
義
務
で

あ
り
、
よ
っ
て
民
法
八
三
九
条
の
職
務
義
務
に
過
ぎ
な
い
と
判
示
さ
れ
て
い
る
（
u
d
O
缶
N
N
一
一
・
。
蒸
器
。
ご
）
。
つ
ま
り
、
債
務
法
規
定
を
準
用

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
囚
人
と
刑
務
所
に
は
公
法
上
の
債
務
関
係
が
制
限
さ
れ
る
の
で
、
刑
務
所
の
管
理
責
任
は
通
常
の

過
失
責
任
（
民
法
八
三
九
条
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
我
が
国
の
場
合
、
刑
務
所
は
営
造
物
（
国
賠
法
）
で
あ
る
の
で
、
刑
務
所
の
物

的
鍛
疵
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
国
貨
法
二
条
が
適
用
さ
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
国
家
の
責
任
が
補
足
す
る
範
囲
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
ほ

う
が
重
層
的
で
あ
る
。
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2
　
公
共
施
設
と
営
造
物
（
国
賠
法
）

　
原
龍
之
助
氏
に
よ
る
と
、
公
共
施
設
は
国
・
公
共
団
体
が
設
け
る
施
設
で
あ
っ
て
、
私
人
の
設
け
る
同
種
の
施
設
は
公
共
施
設
と
は
呼
ば

　
　
ゆ
　

な
い
。
し
か
し
、
公
共
性
の
強
い
施
設
・
設
備
が
私
人
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
、
私
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
公
共
施
設

で
は
な
い
と
し
て
し
ま
う
に
は
問
題
が
あ
ろ
う
（
参
照
、
名
古
屋
地
一
宮
支
判
昭
四
九
年
六
月
二
八
日
判
時
七
六
三
号
七
四
頁
）
。
他
方
で
、
や
は
り

私
人
の
所
有
し
か
つ
管
理
す
る
施
設
は
通
常
公
共
施
設
と
は
呼
ば
な
い
。
私
人
の
所
有
す
る
公
的
な
施
設
の
場
合
、
公
用
開
始
行
為
や
そ
の
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徴
慧
を
通
じ
て
公
共
施
設
性
を
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
鬼
ヶ
城
事
件
批
判
で
は
、
国
書
法
「
三
条
一
項
所
定
の
営
造
物
の
設
置
費
用
の
負
担
者
に
は
、
営
造
物
の
設
置
費
用
に
つ
き

法
律
上
負
担
義
務
を
負
う
者
の
ほ
か
、
こ
の
者
と
同
等
若
し
く
は
こ
れ
に
近
い
設
置
費
用
を
負
担
し
、
実
質
的
に
は
こ
の
者
と
当
該
営
造
物

に
よ
る
事
業
を
共
同
し
て
執
行
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
当
該
営
造
物
の
蝦
疵
に
よ
る
危
険
を
効
果
的
に
防
止
し
う
る
者
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

含
ま
れ
る
」
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
は
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
で
あ
る
こ
と
が
自
明
で
あ
り
、
そ
の
上
で
費
用
負
担
者
も
責
め
を
負

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
は
必
ず
し
も
真
で
は
な
い
。
国
が
費
用
負
担
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
る
施
設
が
営
造
物

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
に
、
公
共
施
設
と
し
て
の
徴
懸
②
（
前
里
）
は
あ
く
ま
で
徴
慧
に
過
ぎ
な
い
。

　
基
本
的
に
は
、
国
・
公
共
団
体
が
費
用
を
負
担
し
て
い
て
も
か
な
り
密
接
な
関
係
が
な
い
と
、
私
人
の
公
的
な
施
設
が
営
造
物
（
国
勢
法
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

と
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
行
政
の
管
理
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
決

定
（
品
質
）
と
同
指
向
の
考
え
方
で
あ
る
。
例
え
ば
他
有
公
物
と
し
て
の
道
路
は
、
所
有
者
で
あ
る
私
人
に
で
は
な
く
行
政
側
に
管
理
権
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

あ
る
か
ら
、
営
造
物
（
国
見
法
）
と
し
て
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
地
方
公
共
団
体
が
地
元
の
産
業
育
成
や
雇
用
促
進
を
目
的
と
し

て
工
場
誘
致
に
つ
い
て
の
補
助
金
を
民
間
企
業
に
提
供
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
地
方
公
共
団
体
の
当
該
企
業
に
対
す
る
管
理
権
ま
で

を
も
発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
当
該
企
業
を
営
造
物
と
は
見
な
せ
な
い
。
児
童
公
園
の
設
置
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
資
金
援
助
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

な
さ
れ
て
い
た
事
例
で
、
住
民
自
身
が
管
理
し
て
い
る
場
合
は
営
造
物
と
言
え
な
い
と
し
た
判
決
も
あ
る
。
反
対
に
、
福
山
市
愛
生
会
事
件

に
関
し
て
は
、
当
該
精
神
薄
弱
者
施
設
が
条
例
に
よ
っ
て
市
の
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
、
管
理
の
実
施
だ
け
が
民
間
法
人
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
に
過
ぎ
な
い
か
ら
（
し
か
も
、
入
所
充
所
は
市
長
が
決
定
権
を
有
し
て
い
た
）
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
し
て
の
性
格
は
維
持
さ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
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払百冊 説

3
　
公
営
住
宅
と
営
造
物
（
国
賠
法
）

　
公
共
施
設
た
る
市
営
住
宅
は
直
接
公
の
目
的
の
た
め
に
供
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
は
該
当
し
な
い
と
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

べ
た
判
決
が
あ
り
、
通
説
も
同
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
物
概
念
は
、
も
と
も
と
、
直
接
公
の
目
的
に
供
さ
れ
る
こ
と
を
定
義
と
し
て
含

　
　
　
ハ
お
ね

ん
で
お
り
、
同
判
示
部
分
だ
け
で
は
、
な
ぜ
公
物
た
る
公
営
住
宅
が
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
か
承
伏
し
が
た
い
と
こ
ろ
が

　
　
お
　

あ
る
。
公
営
住
宅
は
公
物
だ
か
ら
、
概
念
上
、
直
接
公
の
目
的
に
供
用
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
反
対
に
、
引
揚
者
等
を
対
象
と
し
た
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宅
援
護
の
た
め
の
収
容
施
設
は
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
し
た
判
決
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
、
公
営
住
宅
の
場
合
に
は
、
民
間
の
同
種
施
設
と
の
類
似
性
が
あ
り
、
私
法
上
の
契
約
関
係
が
存
す
る
と
し
て
私
経
済
活
動
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
と
し
て
見
な
さ
れ
る
結
果
、
営
造
物
（
三
幅
法
）
性
が
否
定
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
解
釈
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
国
訴
法

一
条
の
公
務
員
の
公
権
力
行
使
ま
た
は
職
務
に
関
し
て
私
経
済
活
動
を
除
外
す
る
思
考
と
似
て
い
る
。
こ
の
論
で
い
く
と
、
公
立
病
院
も
ま

た
公
共
施
設
・
公
物
で
は
あ
る
が
、
民
間
病
院
と
同
様
の
法
律
関
係
を
持
つ
か
ら
（
し
か
も
、
国
公
立
病
院
医
師
の
行
為
は
「
公
権
力
の
行
使
」
（
国

賠
法
一
条
）
に
も
当
た
ら
な
い
）
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
該
当
性
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
神
戸
地
裁
は
市
立
病
院
の
面
会

コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
椅
子
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
、
そ
の
他
の
裁
判
例
も
公
立
病
院
を
営
造
物
（
国

　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

賠
法
）
と
見
て
い
る
。
要
す
る
に
、
公
立
病
院
施
設
も
そ
の
備
品
も
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
本
来
公
営
住
宅
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
で
な
い
と
す
る
こ
と
の
意
味
を
再
度
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
先
の
判
決
で
は
、

市
は
市
営
住
宅
の
管
理
者
と
し
て
責
め
を
負
わ
な
い
が
、
市
道
の
管
理
者
と
し
て
国
賠
法
二
条
の
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
わ

ざ
わ
ざ
市
営
住
宅
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
例
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
察
す
る
に
、
公
営
住
宅
が
営
造
物

（
国
賠
法
）
で
な
い
と
す
る
論
拠
は
、
公
営
住
宅
の
管
理
は
そ
の
各
居
住
者
に
事
実
上
ほ
ぼ
任
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
起
因
す
る
事
故
に

つ
い
て
法
上
の
管
理
者
た
る
公
共
団
体
が
責
め
を
負
わ
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
と
の
点
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
公
営
住
宅
の
居
住
者

が
自
ら
の
庭
に
樹
木
を
植
栽
し
て
い
る
が
、
そ
の
枝
が
公
営
住
宅
の
敷
地
外
に
飛
び
出
し
て
お
り
、
第
三
者
の
被
害
を
招
い
た
よ
う
な
場
合
、
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公共施設と営造物責任（松塚）

当
該
居
住
者
が
民
法
七
」
七
条
に
よ
り
賠
償
義
務
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
の
管
理
者
が
全
く
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
な

い
と
す
る
の
で
は
な
く
、
危
険
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
何
ら
対
策
を
講
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
責
任
が
生
じ
る
可
能
性
は
な

い
だ
ろ
う
煽
㌍
そ
の
場
合
、
国
忌
法
二
条
（
管
理
の
暇
疵
の
責
任
）
で
い
く
の
か
、
国
賠
法
一
条
（
過
失
責
任
）
で
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
民

法
七
一
七
条
（
所
有
者
責
任
）
で
い
く
の
か
は
問
題
と
し
て
残
る
。
通
説
は
国
会
法
二
条
を
否
定
す
る
（
公
営
住
宅
は
国
賠
法
の
営
造
物
で
は
な

い
の
で
）
。
し
か
し
、
工
事
請
負
業
者
が
河
川
区
域
内
に
設
置
し
た
仮
水
路
で
の
溺
死
事
故
に
つ
い
て
、
神
戸
地
裁
姫
路
支
部
は
、
業
者
の

工
作
物
責
任
を
認
め
る
と
と
も
に
、
河
川
管
理
者
（
国
）
に
関
し
て
当
該
工
作
物
そ
の
も
の
の
管
理
権
が
な
く
と
も
、
仮
水
路
の
設
置
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

て
い
た
河
川
部
分
全
体
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
河
川
管
理
の
蝦
疵
が
あ
っ
た
と
判
示
し
た
。
公
営
住
宅
が

営
造
物
（
国
賠
法
）
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
こ
の
判
決
を
当
て
は
め
る
と
工
作
物
を
設
置
し
た
居
住
者
の
責
任
と
並
ん
で
、
公
共
団
体
も
公

営
住
宅
管
理
者
と
し
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
居
住
者
の
蝦
疵
は
そ
の
個
々
の
工
作
物
に
係
る
と
い

う
意
味
で
具
体
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
公
共
団
体
の
蝦
疵
は
公
営
住
宅
を
安
全
に
保
つ
管
理
責
任
に
関
す
る
抽
象
的
な
も
の
と
な
る
。
し

か
し
、
公
共
団
体
に
生
ず
る
こ
の
よ
う
な
蝦
疵
責
任
は
過
大
な
責
任
を
公
共
団
体
に
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
は
公
共

団
体
の
管
理
の
暇
疵
が
居
住
者
の
そ
れ
を
包
摂
し
て
し
ま
う
場
合
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
公
共
団
体
の
管
理
蝦
疵
が
あ
ま
り
広
く
解
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
営
住
宅
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
含
み
得
る
余
地
が
あ
る
。

　
実
際
、
裁
判
例
に
は
、
公
営
住
宅
に
付
属
の
設
備
等
を
営
造
物
（
雨
落
法
）
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
、
県
営
住
宅
内
の
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
地
の
ブ
ラ
ン
コ
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
し
た
判
決
が
あ
る
。
但
し
、
本
件
で
は
住
宅
入
居
者
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
者
も
当
該
ブ
ラ
ン
コ

を
利
用
し
て
お
り
、
県
も
こ
れ
を
禁
止
等
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
通
常
の
公
園
等
の
ブ
ラ
ン
コ
と
同
じ
く
営
造
物
（
国
賠

法
）
に
含
め
る
の
が
自
然
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
同
じ
く
、
市
営
住
宅
の
排
水
用
の
溜
池
に
つ
い
て
は
営
造
物
（
国
里
法
）
に
含
ま
れ
る
と
し
た
判
決
が
あ
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
こ
の
溜

池
が
市
営
住
宅
以
外
の
者
に
と
っ
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
認
定
は
な
い
。
故
に
、
ブ
ラ
ン
コ
と
は
異
な
る
性
質
の
施
設
で
あ
る
。

69　（2　・211）　387



論説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

そ
の
他
、
市
営
住
宅
敷
地
内
の
防
火
用
水
槽
も
営
造
物
（
国
宝
法
）
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住
者
に
事
実
上
管
理
が
任
さ
れ
る
よ
う
な
範
囲
の
物
に
つ
い
て
は
営
造
物
（
国

画
法
）
で
は
な
い
と
判
例
は
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
公
営
住
宅
の
居
住
者
に
専
ら
管
理
が
任
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
物
（
例
、

ブ
ラ
ン
コ
、
防
火
用
水
槽
、
排
水
用
溜
池
）
は
営
造
物
（
国
賠
法
）
の
扱
い
と
な
ろ
う
。
右
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
公
営
住
宅
の
営
造
物
該
当
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

に
係
る
判
例
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
の
批
判
は
か
わ
せ
よ
う
。
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4
　
国
有
林
野
と
営
造
物
（
国
賠
法
）
i
附
論
一

　
公
共
施
設
の
例
と
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
裁
判
例
に
よ
る
と
、
行
政
財
産
と
し
て
の
国
有
林
野
は
営
造
物
（
国
構
法
）
で
な
い
と
さ
れ
て

　
ハ
　
　
い
る
。
行
政
財
産
と
し
て
の
国
有
林
野
は
「
治
山
、
営
林
事
業
等
を
通
し
て
国
民
の
福
祉
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
直
接
公
の
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

に
供
さ
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
」
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
説
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
件
は
、
建

設
業
者
（
被
告
）
が
国
有
林
野
内
に
国
（
被
告
）
か
ら
無
料
利
用
承
認
を
得
て
寄
宿
舎
を
建
設
し
た
が
、
宿
泊
中
の
従
業
員
が
土
砂
災
害
に

よ
り
死
亡
し
た
事
例
で
あ
る
。
確
か
に
国
に
管
理
権
が
あ
る
が
、
国
に
よ
る
林
野
の
管
理
が
土
砂
災
害
を
全
て
防
止
す
る
と
い
う
こ
と
ま
で

要
求
で
き
な
い
と
通
説
・
裁
判
例
は
解
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
、
飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
件
名
古
屋
高
趣
で
は
、
道
路
（
営
造

物
）
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
人
的
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
綴
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
（
交
通
規
制
す
べ
き
だ
っ
た
）
、
営
造
物
責
任
を
認
め

　
　
　
お
　

て
い
る
。
い
ず
れ
も
土
砂
災
害
の
事
例
で
あ
る
が
、
国
有
林
野
は
営
造
物
（
国
警
法
）
で
な
い
と
し
て
、
公
権
力
行
使
の
違
法
性
（
国
賠
法
一

条
）
が
問
わ
れ
た
。
行
政
財
産
と
し
て
の
国
有
林
野
が
営
造
物
（
国
腹
法
）
で
な
い
と
い
う
の
は
、
「
直
接
し
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
の
排
水
用
溜
池
や
防
火
用
水
槽
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
が
営
造
物
（
国
賠
法
）
で
な
い

（
通
説
）
と
ざ
れ
つ
つ
も
、
「
直
接
」
公
共
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
し
た
事
例
（
前
震
）
や
、
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
内
の
登
別
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ

地
獄
谷
に
つ
い
て
観
光
施
設
で
あ
っ
て
も
（
即
ち
、
公
共
性
が
弱
い
）
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
性
を
前
提
に
し
た
事
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公



共
性
に
か
か
る
直
接
性
要
件
に
対
し
て
は
、
基
準
と
し
て
曖
昧
過
ぎ
る
と
批
判
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
む
し
ろ
国
有
林
野
の
場
合
、
土
砂
災

害
を
全
く
防
止
す
る
よ
う
な
管
理
が
期
待
で
き
な
い
が
故
に
、
国
有
林
野
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
概
念
か
ら
除
外
し
、
国
詰
法
一
条
で
処
理

す
る
と
い
う
決
断
が
裁
判
・
通
説
に
見
ら
れ
る
と
し
た
ほ
う
が
納
得
し
や
す
い
。
尤
も
、
本
件
国
有
林
野
が
営
造
物
（
製
塩
法
）
と
解
さ
れ
て

い
た
ら
、
管
理
に
毅
疵
が
あ
っ
た
と
さ
れ
得
た
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
同
判
決
で
は
、
国
が
利
用
承
認
し
た
行
為
を
公
権
力
の
行
使
で
あ

る
と
し
て
国
賠
法
一
条
に
よ
る
原
告
の
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
結
局
、
自
然
公
物
は
営
造
物
（
国
賠
法
）
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
批
判
は
多
い
が
、
国
賠
法
二
条
の
「
営
造
物
」
や
「
管

理
」
の
射
程
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
、
判
例
上
自
然
毒
物
か
人
工
公
物
か
が
勘
案
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
財
産
た
る
国
有
林
野
を

含
む
自
然
公
物
は
公
営
住
宅
の
際
の
理
由
（
管
理
は
賃
借
人
に
任
さ
れ
て
い
る
）
と
多
少
違
っ
て
、
事
故
防
止
の
た
め
の
十
分
な
管
理
が
物
理

へ
　
　
　
へ

的
に
期
待
で
き
な
い
の
で
（
河
川
も
同
様
）
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
見
な
さ
な
い
と
解
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
国
有
林
野

と
い
え
ど
も
、
そ
の
中
に
国
が
設
置
し
た
公
物
（
遊
歩
道
、
休
憩
所
等
）
に
関
し
て
は
、
国
に
管
理
を
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
営
造
物

（
三
盛
法
）
性
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
他
方
、
河
川
に
つ
い
て
は
営
造
物
で
あ
る
こ
と
が
国
賠
法
二
条
に
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
河
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
の
蝦
疵
要
件
を
厳
格
に
す
る
こ
と
で
国
有
林
野
の
管
理
責
任
と
の
結
果
的
な
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
最
後
に
結
論
を
こ
こ
で
述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

　
前
金
の
よ
う
に
、
営
造
物
（
国
賠
法
）
概
念
が
問
題
と
な
る
諸
事
例
を
整
合
的
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
と
、
営
造
物
（
国
富
法
）
該
当
性

を
公
物
概
念
だ
け
を
用
い
て
決
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
（
直
接
）
公
の
目
的
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
有
体
物
と
い

う
要
件
だ
け
で
な
く
、
そ
の
物
に
管
理
が
期
待
で
き
る
場
合
に
営
造
物
（
自
賠
法
）
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
指
標
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論説

は
特
に
私
人
の
所
有
ま
た
は
管
理
す
る
公
的
な
施
設
に
つ
い
て
そ
の
営
造
物
（
国
賠
法
）
該
当
性
を
見
極
め
る
際
の
判
断
基
準
と
し
て
機
能

す
る
で
あ
ろ
う
（
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
影
響
力
を
行
使
で
き
る
か
と
い
う
基
準
に
対
応
す
る
）
。

　
か
く
し
て
、
管
理
が
期
待
で
き
る
か
を
営
造
物
（
国
費
法
）
性
判
定
に
組
み
込
む
の
で
あ
る
か
ら
、
国
賠
法
二
条
の
「
営
造
物
」
と
「
管

理
」
を
分
節
的
に
解
釈
す
る
よ
り
も
、
両
者
を
関
連
づ
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
つ
い
て
「
営
造
物
」
該
当
性
を
探
る
ほ
う
が
合
理
的
で
は

な
い
編
㏄
こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
営
造
物
責
任
を
個
々
の
領
域
ご
と
に
法
律
文
言
に
照
ら
し
て
分
析
し
て
く
れ
た
が
、
今
後
そ
れ
を
有
機
的

に
関
連
づ
け
総
合
し
て
い
く
作
業
が
よ
り
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
よ
う
。
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⊆
巴
①
閃
轟
ひ
q
Φ
昌
一
ヨ
．
菊
Φ
o
耳
ω
ω
け
「
①
律
O
o
＝
ユ
ω
o
ゴ
臼
℃
鋤
辞
①
陶
①
小
幕
鼠
O
げ
①
ユ
四
沼
日
田
ひ
q
α
Q
①
ヨ
Φ
ぎ
血
一
触
。
ゴ
臼
即
餌
ニ
ヨ
ρ
一
N

　
一
㊤
①
ρ
ω
．
ら
。
。
曾
函
三
①
ω
（
〉
づ
ヨ
・
嵩
）
ω
・
b
。
ω
P
　
ク
ニ
ー
ズ
は
、
固
有
会
社
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
全
出
資
を
所
有
し
て
い
る
私
法
上
の
会
社
）
に
対
し
て
は
、
ゲ

　
マ
イ
ン
デ
の
影
響
力
行
使
の
可
能
性
は
十
分
で
あ
る
が
、
公
私
混
合
の
会
社
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
上
の
抑
止
的
な
少
数
株
主
（
Q
り
O
Φ
霞
巨
口
。
「
冨
け
）
が

存
在
す
る
た
め
、
．
影
響
力
行
使
の
可
能
性
は
十
分
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
2
9
）
　
U
O
＜
お
。
。
◎
ω
’
届
ω
．
類
似
の
裁
判
と
し
て
、
＜
O
弁
じ
d
巴
・
－
芝
鋒
け
f
b
d
Φ
ω
〇
三
●
〈
●
①
．
。
。
．
H
㊤
①
。
。
博
じ
d
碧
く
じ
d
一
．
H
O
①
P
ω
．
一
ρ
　
　
　
．
　
　
　
　
　
’

（
3
0
）
　
O
器
①
づ
ぴ
口
匡
（
》
2
B
．
H
b
の
）
Q
つ
．
ト
の
り
心
．

（
3
1
）
　
閑
三
Φ
。
，
（
》
昌
∋
・
H
ω
）
ω
・
卜
。
。
。
鱒
℃
①
召
臼
ヨ
鋤
目
（
》
昌
昌
・
N
。
。
）
ω
」
。
。
り
旧
く
O
＝
b
d
巴
●
－
箋
畔
雰
”
じ
U
白
く
b
d
一
・
H
㊤
①
ρ
Q
D
●
一
〇
h
　
政
党
（
Z
勺
U
）
の
地
方
支
部
が

市
営
ホ
ー
ル
の
使
用
許
可
を
申
請
し
た
が
、
市
営
ホ
ー
ル
の
管
理
会
社
に
拒
否
さ
れ
た
事
件
で
、
バ
ー
ゲ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
行
政
裁
判
所
は
、
次

　
の
理
由
で
当
該
管
理
会
社
は
行
政
権
限
受
任
者
で
は
な
い
と
し
た
。
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説論

　
　
市
営
ホ
ー
ル
の
所
有
者
は
市
で
あ
り
、
市
は
管
理
会
社
（
市
が
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
て
い
る
有
限
会
社
）
と
市
営
ホ
ー
ル
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。
こ
の
賃
貸
借
契
約
に
よ
る
と
、
賃
借
人
は
市
営
ホ
ー
ル
を
政
党
に
も
使
用
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
禁
止
さ
れ
た
政
党
に
は
、
市
営

　
ホ
ー
ル
を
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
ず
、
疑
わ
し
い
場
合
は
、
事
前
に
賃
貸
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
市
は
管
理
会
社
へ
の
行
政

権
限
委
任
を
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
会
社
契
約
と
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
契
約
か
ら
、
管
理
会
社
が
行
政
権
限
委
任
を
受
け
て
い

　
る
と
い
う
こ
と
は
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
も
、
行
政
権
限
委
任
の
存
在
を
示
す
法
規
範
や
行
政
行
為
が
欠
け
て
い
る
。

（
3
2
）
　
し
U
＜
9
≦
ρ
じ
U
Φ
ω
9
一
■
＜
の
曽
●
刈
・
H
り
。
。
P
Z
｝
棄
一
8
ρ
ω
．
一
ω
α
・

（
3
3
）
　
し
d
＜
2
を
ρ
b
d
①
ω
〇
三
．
＜
』
㊤
◎
一
㊤
㊤
ρ
U
O
＜
一
㊤
㊤
ρ
ω
b
謡
（
零
。
。
）
・

（
3
4
）
　
○
器
Φ
呂
口
三
（
〉
降
∋
．
旨
）
ω
b
㊤
。
。
・

（
3
5
）
　
閃
葺
N
O
ω
。
・
Φ
筈
欝
押
ω
富
簿
。
。
冨
津
§
σ
q
霞
Φ
9
戸
α
・
》
g
鵠
博
し
㊤
㊤
。
。
圃
ψ
ω
。
。
噛
誘
き
甲
冒
お
①
麟
℃
巷
圃
⑦
が
吻
。
。
ω
P
勾
P
届
無
．
博
貯
ζ
彗
。
冨
宗
門
凶
○
ヨ
ヨ
Φ
段
費

　
N
¢
ヨ
b
d
旨
α
q
Φ
島
9
Φ
ω
Ω
Φ
ω
簿
N
び
g
貫
じ
d
島
．
μ
ω
．
〉
鼠
朗
一
㊤
㊤
S

（
3
6
）
　
O
ω
ω
①
呂
警
一
（
〉
づ
夢
。
。
α
）
¢
ω
。
。
h

（
3
7
）
　
○
霧
9
げ
口
三
（
〉
嶺
ヨ
●
ω
㎝
）
ω
・
ω
ρ

（
3
8
）
　
例
え
ば
、
し
u
O
餌
N
α
企
卜
。
㊤
ρ
¢
d
O
霞
N
①
一
》
メ
　
両
事
例
に
お
い
て
、
行
政
は
公
共
施
設
を
設
置
す
る
た
め
私
企
業
を
介
在
さ
せ
て
い
る
。
判
官
に
つ

　
い
て
は
、
参
照
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
の
職
務
責
任
に
お
け
る
『
官
吏
』
の
概
念
（
三
・
完
）
ー
ー
基
本
法
三
四
条
、
ド
イ
ツ
民
法
八
三
九
条
と
私
人
1
」

久
留
米
大
学
法
学
（
一
五
周
年
記
念
）
四
三
号
註
（
蹴
）
、
（
珊
）
。

（
3
9
）
　
O
ω
ω
Φ
筈
爵
一
（
》
富
幹
錺
）
ω
．
ω
㎝
。
。
・

（
4
0
）
木
村
実
「
営
造
物
に
か
か
わ
る
賠
償
責
任
」
富
川
一
郎
・
塩
野
宏
・
園
部
逸
夫
編
『
現
代
行
政
法
大
系
6
国
家
補
償
』
所
収
（
有
斐
閣
、
｝
九
八
三

年
）
六
八
頁
。

（
4
1
）
　
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
営
造
物
責
任
論
か
ら
日
本
が
学
び
取
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
大
橋
洋
一
「
公
物
法
の
日
誌
比
較
研
究
」
同
『
行
政

法
学
の
構
造
的
変
革
』
所
収
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
一
一
一
二
九
頁
。

（
4
2
）
例
え
ば
、
日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
事
件
。
東
京
高
雪
平
五
年
六
月
二
四
日
判
時
一
四
六
二
号
四
六
頁
。

（
4
3
）
　
山
本
隆
司
「
行
政
組
織
に
お
け
る
法
人
」
小
早
川
光
郎
・
宇
賀
克
也
編
『
塩
野
宏
先
生
古
稀
記
念
行
政
法
の
発
展
と
変
革
上
巻
』
所
収
（
有
斐
閣
、

　
二
〇
〇
一
年
）
八
七
二
頁
。
参
照
、
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
中
巻
全
訂
第
二
版
』
（
弘
文
堂
、
一
九
七
六
年
）
一
＝
三
～
一
＝
七
頁
。

（
4
4
）
　
原
・
註
（
2
）
三
六
二
頁
以
下
。

（
4
5
）
　
民
集
二
九
巻
一
〇
号
一
七
五
四
頁
。
評
釈
と
し
て
、
下
山
瑛
二
「
地
方
公
共
団
体
の
執
行
す
る
国
立
公
園
事
業
の
施
設
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た

国
が
国
家
賠
償
法
三
条
一
項
に
い
う
公
の
営
造
物
の
設
置
費
用
の
負
担
者
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
事
例
」
民
商
法
雑
誌
七
四
巻
六
号
一
四
〇
頁
。
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公共施設と営造物責任（松塚）

（
4
6
）
　
市
が
事
実
上
管
理
す
る
私
人
所
有
の
防
火
水
槽
を
営
造
物
（
国
賠
法
）
と
し
た
事
例
と
し
て
、
名
古
屋
地
一
宮
玉
壷
昭
四
九
年
六
月
二
八
日
判
時
七

　
六
三
号
七
四
頁
。
参
照
、
最
一
小
判
昭
五
九
年
＝
月
二
九
日
三
皇
三
八
巻
＝
号
一
二
六
〇
号
。

（
4
7
）
　
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
未
だ
明
確
な
公
用
開
始
行
為
が
な
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
道
路
と
し
て
の
形
態
を
備
え
事
実
上
道
路
と
し
て
使
用
に
供
さ
れ

　
て
い
た
場
合
に
は
、
道
路
管
理
権
を
有
す
る
国
・
公
共
団
体
は
国
電
法
二
条
一
項
の
適
用
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
徳
島
地
響
昭
四
六
年
二
月
八
日
訟
月

　
一
七
巻
五
号
八
〇
三
頁
、
浦
和
地
判
昭
六
一
年
一
一
月
二
六
日
早
耳
一
二
二
二
号
一
〇
一
頁
。

　　　　　　　　　

575655
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

54　53　52　51　50　49　48
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）支

判
昭
五
〇
年
六
月
二
五
日
判
タ
三
二
九
号
一

（
5
8
）

我
を
し
た
通
行
人
が
、

件
が
あ
る
が
、

（
5
9
）

（
6
0
）
公
営
住
宅
の
団
地
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
た
日
覆
い
の
鉄
製
骨
組
が
営
造
物

（
6
1
）

（
6
2
）

（
6
3
）

頁
。

福
岡
地
判
昭
五
一
年
二
月
二
六
日
判
時
八
二
〇
号
九
九
頁
。

広
島
地
裁
福
山
支
判
昭
五
四
年
六
月
二
二
日
判
時
九
四
七
号
一
〇
一
頁
。

名
古
屋
地
判
昭
五
五
年
三
月
二
八
日
判
時
九
七
五
号
七
三
頁
。

古
崎
慶
長
『
国
家
賠
償
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
）
二
一
五
頁
、
有
倉
遼
吉
「
逐
条
国
家
賠
償
法
解
説
」
法
律
時
報
二
五
巻
九
号
二
二
頁
。

原
・
註
（
2
）
六
三
頁
、
田
中
・
註
（
4
3
）
三
〇
五
頁
。

西
埜
章
『
国
家
賠
償
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
七
年
）
二
八
一
頁
。

神
戸
地
伊
丹
支
判
昭
四
五
年
一
月
一
二
日
判
タ
ニ
四
二
号
一
九
一
頁
。

例
え
ば
、
東
京
高
判
昭
四
〇
年
一
二
月
二
五
日
判
タ
一
八
七
号
一
七
三
頁
。

参
照
、
阿
部
泰
隆
・
兼
子
仁
・
村
上
原
著
『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
〈
特
別
法
〉
国
家
賠
償
法
』
（
三
省
堂
、
一
九
八
八
年
）
一
九
九
頁
。

神
戸
地
豊
平
八
年
八
月
一
二
日
判
タ
九
三
五
号
＝
○
頁
。
そ
の
他
、
名
古
屋
二
二
昭
四
七
年
八
月
二
四
日
判
時
六
九
三
号
七
二
頁
、
長
野
地
諏
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
頁
。

実
際
の
事
例
で
は
、
市
営
住
宅
居
住
者
の
植
面
し
て
い
る
樹
木
が
道
路
上
に
僅
か
一
五
セ
ン
チ
配
当
ト
余
り
伸
び
て
お
り
、
そ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
怪

　
　
　
　
　
　
　
民
法
七
一
七
条
に
よ
り
管
理
者
た
る
市
に
賠
償
を
求
め
、
ま
た
道
路
管
理
者
に
対
し
て
は
国
母
法
二
条
に
よ
り
賠
償
を
求
め
た
事

　
　
　
　
神
戸
地
裁
は
原
告
の
不
注
意
で
あ
る
と
し
て
訴
え
を
棄
却
し
た
。
神
戸
地
面
昭
六
〇
年
二
月
二
八
日
判
時
＝
六
〇
号
＝
二
八
頁
。

神
戸
地
姫
路
支
判
平
＝
二
年
四
月
二
三
日
判
時
一
七
七
五
号
九
八
頁
。

長
野
地
判
昭
五
九
年
三
月
一
九
日
判
例
自
治
六
〇
巻
一
号
五
八
頁
。
そ
の
他
、
東
京
地
道
昭
五
八
年
二
月
二
四
日
判
時
一
〇
七
二
号
＝
＝
頁
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
壁
法
）
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

水
戸
地
判
昭
四
七
年
二
月
二
九
日
判
時
六
七
三
号
七
二
頁
、
下
馬
ニ
七
六
号
二
一
三
頁
。

福
岡
地
八
女
支
判
昭
五
五
年
四
月
三
〇
日
判
時
九
八
九
号
七
四
頁
。

西
埜
・
註
（
5
3
）
二
八
一
頁
。
参
照
、
小
幡
純
子
「
国
家
賠
償
法
二
条
の
再
構
成
（
上
）
」
上
智
法
学
論
集
三
七
巻
一
1
1
二
号
（
一
九
九
三
年
）
＝
五
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説払百冊

（
6
4
）
　
長
野
地
松
本
支
判
昭
五
四
年
三
月
一
日
判
時
九
四
一
号
八
九
頁
。
参
照
、
東
京
書
判
昭
五
六
年
一
一
月
一
三
日
判
時
一
〇
二
八
号
。

（
6
5
）
　
古
崎
・
註
（
5
1
）
二
一
五
頁
、
有
倉
・
註
（
5
1
）
二
二
頁
。

（
6
6
）
　
名
古
屋
高
判
昭
四
九
年
一
一
月
二
〇
日
判
時
七
六
一
号
一
八
頁
。

（
6
7
）
　
広
島
高
判
昭
五
七
年
八
月
三
一
日
判
時
一
〇
六
五
号
一
四
四
頁
。

（
6
8
）
　
大
坪
憲
三
『
国
家
賠
償
法
詳
解
』
（
港
出
版
合
作
社
、
一
九
五
七
年
）
一
二
〇
頁
。

（
6
9
）
　
例
え
ば
、
大
東
水
害
最
判
は
そ
の
試
み
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
民
集
三
八
巻
二
号
五
三
頁
。

（
7
0
）
　
こ
の
よ
う
な
思
考
は
、
小
幡
教
授
や
木
村
教
授
の
見
解
と
も
通
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
小
幡
純
子
「
『
公
の
営
造
物
』
の
意
義
」
西
村
宏
一

通
・
園
部
逸
夫
編
『
国
家
補
償
法
大
系
2
国
家
賠
償
法
の
課
題
』
所
収
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
七
年
）
一
九
〇
頁
、
木
村
・
註
（
4
0
）
六
八
頁
。
・
幾
代
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